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折りたたみ式収納ボックスに関する特許侵害について
拝啓　貴社ますますご隆盛のこととお慶び申し上げます。
平素より格別のご高配を賜り、深く御礼申し上げます。

さて、先般貴社より発売されました「スマートフォルド収納ボックス」につきまして、弊社が製造・販売する「フレックスフォルダー・シリーズ」に搭載されている特許技術（特許第482931号：可動ジョイント構造による自動ロック機能）と極めて類似した構造を有していることが確認されました。
弊社内の技術部門による構造解析、ならびに第三者特許調査機関による技術報告の結果、当該製品の折りたたみ支点とロック部構造が特許請求項の技術的範囲に該当することが明確となっております。

当該特許は、2018年より家庭用および業務用収納用品の開発において広く採用されており、弊社では正規取扱店や量販店にて販売を継続してまいりました。
しかし、貴社製品の市場投入以降、弊社の販売代理店や顧客より「同一仕様の別メーカー品か」「どちらが正規権利者か」といった問い合わせや返品対応が相次いでおり、販売活動に深刻な影響が生じております。
これにより、弊社製品と貴社製品の区別が曖昧化し、弊社商標および知的財産価値を著しく損なう結果となっております。

つきましては、貴社におかれまして以下の点について速やかにご対応をお願い申し上げます。
1. 貴社製品「スマートフォルド収納ボックス」における構造設計・開発経緯のご報告
2. 特許第482931号技術との関係性に関する技術的調査および見解書の提示
3. 同技術が該当する場合、製造・販売の即時中止および現在流通中製品の回収等の是正措置
弊社としても、これまで業界の健全な成長と公正な競争環境を重視してまいりました。
しかしながら、本件は明らかに弊社が保有する特許権の侵害に該当する疑いが強く、一定期間内に誠意あるご回答が得られない場合には、弁理士および法務顧問を通じて法的手続きを含む対応を検討せざるを得ません。

まずは書面をもちまして、正式な抗議およびご調査・是正のお願いを申し上げます。

敬具
